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したが、昨年 4 月、定年 1 年を余して大学を辞し、浜松の大きな病院の病院長に赴任しました。


















































































されます。朝 7 時の朝食、8 時の検温、9 時の点滴、……と。この堅固さは、慣れるとヘンに気
楽なんですね。次第に、社会性を失っていく過程だとは、そのときは気づきませんでした。毎日
が、微温的に流れていき、そして、確実に気力は萎えていきました。
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ベコー [Gilbert Bécaud,Toulon,1927-Paris,2001] が歌う、シャンソン『詩人が死んだ時』（Quand 
il est mort le poète）でした。耳にしたのは、その時が、初めてでした。作詞ルイ・アマド [Louis 
Amade,Ille-sur-Têt,1915-Paris,1992]、作曲ジルベール・ベコーです。ちょっと、CD で聴いてみ
ましょう。
Quand il est mort le poète
Quand il est mort le poète
Tous ses amis
Tous ses amis
Tous ses amis pleuraient
Quand il est mort le poète
Quand il est mort le poète
Le monde entier
Le monde entier
Le monde entier pleurait
On enterra son étoile
On enterra son étoile
Dans un grand champ
Dans un grand champ
Dans un grand champ de blé
Et c'est pour ça que l'on trouve
Et c'est pour ça que l'on trouve
Dans ce grand champ
Dans ce grand champ
Dans ce grand champ des bleuets
（Gilbert Bécaud：Alors, raconte ... Le livre de poche, Paris, 1995）




















































　実は、作詞者ルイ・アマドの意図ははっきりしていて、ジャン・コクトー [Jean Cocteau, 





　さて、いまからちょうど 50 年ほど前に遡ります。1963 年 10 月のこと、パリ南方 51 キロメー
トルの所にある、エソンヌ県、ミイ=ラ=フォレ（Milly-la-Forêt）で、コクトーは、重い病の床

























喝采（Bravo pour le clown）』（コンテ作詞、ルイギー作曲）のことです。そして、少なくとも、
この歌に関する限り、ヴィアンの批判は正しい！
　話を戻しましょう。コクトーの死を早めたエディット・ピアフの死は、1963 年 10 月 9 日か
ら 10 日にかけての夜中のことでした。場所は、南仏グラース近郊のプラスカシエ（Plascassier）
の別荘です。10 日から翌 11 日にかけての夜中に、夫のテオ・サラポ [Théo Sarapo, Paris,1936-










　ジルベール・ベコー [ 本名、François Silly] は、1927 年 10 月 24 日、南仏トゥーロンに生まれ
ました。ニース音楽院でクラシックのピアノ教育を受け、――中退したともいわれていますが、
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――第 2 次世界大戦後、母と共にパリにで、サン・ジェルマン・デ・プレの酒場でシャンソンと
出会います。1948 年、モーリス・ヴィダラン [Maurice Vidalin] から影響を受け、作詞作曲を始
めます。初期のいくつかのシャンソンは、1950 年に専属伴奏者になった歌手マリ ・ービゼー [Marie 
Bizet] に捧げられますが、そうこうしているうち、音楽出版社を通して知り合ったジャック・ピ






















う。フランス語として、語学的にちょっと気にかかるのは、歌詞 3 番の冒頭の詩行《On enterra 
son étoile》（詩人の星は埋められた）くらいでしょうか？
　私は、《son étoile》の《son》を、直前の「詩人」（le poète）の所有形容詞と解し、ごく自然に「詩


































　その理解には、作詞家ピエール・ドラノエ [Pierre Delanoë,Paris,1917-Poissy,2006] とならべて、
ルイ・アマドを讃えた、ベコーのインタヴューでの発言が役立つかもしれません。












































礼拝堂の中庭に埋められ、その 8 ヵ月後に掘り出され、――一般には 1 年後といわれていますが、
要するに大雑把なのでしょう、――礼拝堂内部の床下の墓所に埋葬されました。床兼墓石の右下
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で、《子供に青い色を捧げる》（vouer un enfant au bleu）といえば、聖母マリアを讃え、願を懸けて、
子供に青い服を着せることですね。
　実例としては、ポール・ヴェルレーヌの場合が比較的知られているでしょう。ポールの母は、
2 度の流産で、すっかり自信をなくしていましたが、結婚 13 年目の 1844 年 3 月 30 日午後 9 時、
ひとりの息子を、無事に出産します。敬虔な母は、神に感謝しこう誓いました、――《この子は、
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　さらに、「聖母マリア」は、しばしば「星」に喩えられることでも、よく知られています。「海









《おお、美しく清らかに輝くわれらの北極星よ / おお、比類なき至福の女王よ / おお、最も
素晴らしく愛しきキリストの伴侶よ》〔中世の詩の一節〕
《海の星よ / 昼の光より明るい星よ / 母にして乙女よ / わたしは、あなたに向かって叫びます。
わたしを見てください / わたしが、あなたの御元にまいれますように、マリアさま》〔13 世
紀イギリスのキャロルの一節〕




少女リュスが自分の中で占めてしまった位置を確認しようとする場面で、この Stella Maris とい
う表現が使われています。
　Ne la revît-il plus jamais, il savait qu’elle était, et qu’elle était nid. Dans l’ouragan, le port. 
Le phare dans la nuit. Stella Maris, Amor. Amour, veille sur nous, à l’heure de la mort!...





　引用中、大文字の Amor (Amour) は、単に「愛」ではなく、「愛の神」と意訳したほうが、いい
かもしれません。「愛」が、「海の星」＝「聖母マリア」の相貌をとって現れている場面だからです。
































































　この詩は、フランス 6 人組（LE GROUPE DES SIX）のひとり、フランシス・プーランク [Francis 
Poulenc,Paris,1899-Paris,1963] によって、曲が振り付けられました。それが、歌曲『矢車菊』（Bleuet）


















目の当たりにした 2 人の女性看護師、シャルロット・マルテール（Mme Charlotte Malleterre）
とスュザンヌ・レナルト（Mme Suzanne Lenhardt）が、いくつかの作業班を組織し、傷病兵た




から見れば、これが、Le Bleuet de France（フランスの矢車菊）と呼ばれる「記章」の起源に
なりました。
　1920 年 9 月 15 日、フランス傷痍軍人会会長（Président des Mutilés）のルイ・フォントゥナ
イユ（Louis Fontenaille）が、ブリュッセルで開かれた連合国常任委員会（Comité Permanent 
Interallié）の会議で、「フランスの矢車菊」（Le Bleuet de France）を「《フランスの英霊（Morts 
pour la France）》を象徴する花（la fleur symbolique）」とするよう、提案をします。
　さらに 1925 年には、当初、アンヴァリッド内で、個々の傷痍軍人たちの責任のもとで作り始





　1928 年、時の共和国大統領ガストン・ドゥメルグ [Gaston Doumergue, 大統領期間 1924-31] が、
「フランスの矢車菊」（Le Bleuet de France）を後援したことで、以後、販売がいっせいに全国
に広がりました。1934 年 11 月 11 日の休戦記念日には、128,000 花、売れたとあります。「記章」は、
Sous forme de broches d’autocollantsとの説明がありますから、ワンタッチ式だろうと思います。
　以上を受けて、翌 1935 年には、共和国が、毎年 11 月 11 日に、全国いたるところで、「フラン
スの矢車菊」（Le Bleuet de France）を販売してよい旨を、公表・公示しました。この時点で、「フ
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ランスの矢車菊」（Le Bleuet de France）は、〈第 1 次世界大戦追悼記念の象徴〉であるに留まらず、
過去のすべての戦争で〈フランスのために死んだ者たちの象徴的な花〉＝〈フランスの英霊たち
を象徴する花〉として、国家レヴェルで公認されたことになります。
　加えて、第 2 次世界大戦後の 1957 年には、2 番目の募金集めの日として、ナチス・ドイツ無
条件降伏の記念日 5 月 8 日が、それに充てられることになりました。
　さらに、2012 年の、――つまり、昨年ですね、――5 月 8 日と、同年 11 月 11 日に、現大統領






　そしてもちろん、その 1965 年当時、「矢車菊」は、「フランスの矢車菊」（Le Bleuet de 
France）として、――〈フランスのために戦死した者たちを象徴する花〉として、――全国民
にしっかり認知されていました。しかも、コクトーの亡くなったのが、2 年前の 1963 年 10 月 11 日、
第 1 次世界大戦休戦記念日 11 月 11 日のちょうど 1 ヶ月前です。アマドもベコーも、ひょっとし

























の矢車菊（Le Bleuet de France）を想定しての「コクトー讃辞」でした。
　自由気侭に、空想の翼を広げ、読みの三態を楽しませていただきました。厳格厳正な実証主義
の立場からいえば、単に感想に過ぎぬ、とのお叱りを受けるかもしれませんが、どうかご寛恕く
ださいますようお願い申し上げます。
　最後に、本当に、ご清聴有難うございました。
（神戸大学名誉教授　三木原浩史）
【付記】なお、当日、講演時間の関係から、若干省略した部分を、加筆しています。
